
全
日
本
剣
道
連
盟
に
杖
道
が
加
入
さ

れ
た
の
は
昭
和
31
年
、
全
剣
連
杖
道
制

定
形
が
制
定
さ
れ
た
の
が
昭
和
43
年
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
制
定
形
は
、
今
よ

り
約
400
年
前
、
夢
想
権
之
助
勝
吉
に
よ

り
創
始
さ
れ
た
神
道
夢
想
流
杖
術
の
数

多
い
形
の
中
か
ら
、
基
本
な
ら
び
に
形

を
12
本
選
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
夢
想
権
之
助
勝
吉
と
縁
の
あ
る

竈
門

か
ま
ど

神
社
（
太
宰
府
市
）
を
有
す
る
、

福
岡
県
で
10
月
７
日
、
全
日
本
杖
道
大

会
が
参
加
者
510
名
に
よ
り
盛
会
に
行
わ

れ
た
。
福
岡
県
で
は
平
成
７
年
大
会
以

来
12
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る
。

杖
道
の
普
及
面
は
、
剣
道
・
居
合
道

に
比
べ
て
は
、
全
国
的
に
未
だ
低
い
の

が
現
状
だ
が
、
全
剣
連
は
講
師
派
遣
事

業
を
含
め
、
地
区
な
ら
び
に
中
央
講
習

会
を
通
じ
て
少
し
ず
つ
だ
が
、
そ
の
普

及
・
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
度
の
福
岡
大
会
で
は
、
地
元
の
波

止
成
徳
杖
道
範
士
（
全
剣
連
審
議
員
）

が
、
今
大
会
審
判
員
で
も
あ
る
北
海
道

の
安
丸
　
進
杖
道
教
士
七
段
に
ポ
ス
タ

ー
作
成
を
依
頼
。
安
丸
氏
も
そ
れ
を
快

諾
、
自
ら
パ
ソ
コ
ン
で
制
作
し
、
９
月

の
宮
城
県
で
の
杖
道
地
区
講
習
会
会
場

に
掲
示
す
る
な
ど
、
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
全
剣
連

事
務
局
に
も
届
け
ら
れ
、
杖
と
太
刀
が

交
差
さ
れ
る
瞬
間
の
構
図
が
素
晴
ら
し

い
迫
力
を
感
じ
、
私
は
驚
か
さ
れ
た
。

作＊

者
は
、
背
景
の
一
対
の
狛
犬
（
口

杖
道
の
普
及
に
、
更
な
る
力
を

を
開
け
た
も
の
と
閉
じ
た
も
の
）
は
、

神
道
夢
想
流
杖
術
・
最
後
の
技「
阿
吽

あ
う
ん

」

を
表
現
し
た
と
の
こ
と
。

全
剣
連
設
立
40
周
年
記
念
で
、
剣
道

普
及
ポ
ス
タ
ー
の
一
般
公
募
を
行
い
、

金
子
あ
い
さ
ん
の
作
品
、
ゾ
ウ
君
と
ネ

ズ
ミ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
「
み
ん
な
で
剣
道

や
ろ
う
よ
」
が
、
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

と
な
り
、
各
都
道
府
県
剣
道
連
盟
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
等
、
広
範
囲
に
わ
た

り
配
布
さ
れ
た
。杖
道
も
こ
れ
に
続
き
、

こ
の
ポ
ス
タ
ー
で
広
く
杖
道
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
剣
道
人
な
ら
び
に

一
般
の
青
少
年
へ
の
普
及
の
一
助
と
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

『
剣
道
時
代
』（
二
〇
〇
七
年
３
月
号
）

に「
杖
道
教
士
七
段
の
前
原
敏
雄
氏（
東

広
島
市
立
志
和
中
学
校
校
長
）
に
よ
り
、

和
文
化
教
育
に
よ
る
、
中
学
生
に
日
本

の
伝
統
文
化
の
理
解
と
実
践
を
含
む
文

化
学
習
を
行
っ
た
」
と
の
記
事
を
目
に

し
た
。「
杖
道
の
学
習
指
導
は
週
１
回
実

施
」
と
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
純
真
無
垢

な
少
年
が
、
杖
を
持
っ
て
の
体
験
は
、

さ
ぞ
戸
惑
う
一
面
も
あ
っ
た
こ
と
と
推

察
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
は

杖
道
体
験
で
の
感
想
文
が
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
。

「
初
め
て
杖
を
手
に
し
た
時
は
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
と
こ
れ
か
ら
始
ま

る
学
習
へ
の
ド
キ
ド
キ
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。（
略
）
杖
道
は
決
し
て
相
手
を

傷
つ
け
ま
せ
ん
。
相
手
を
尊
敬
し
な
が

ら
も
真
剣
勝
負
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

杖
道
を
学
習
し
て
い
る
う
ち
に
軈
本
当

の
尊
敬
と
は
何
だ
ろ
う
か
な
あ
軋
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
敬
語
で

話
す
、
失
礼
の
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
技
を

研
究
し
、
そ
れ
に
一
歩
で
も
近
づ
こ
う

と
す
る
姿
勢
も
尊
敬
な
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
相
手
の
技
や
動
き
に
集
中
し

て
い
る
と
『
本
当
の
尊
敬
が
も
っ
と
あ

る
』
よ
う
に
思
い
ま
す
。
杖
道
を
通
し

て
軈
尊
敬
軋
を
一
つ
で
も
多
く
見
つ
け

ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

中
学
生
の
感
想
文
で
す
。
な
ん
と
広

角
の
視
野
を
有
し
た
感
想
か
と
驚
き
、

今
回
の
杖
道
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
と

相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

剣
道
も
良
い
、
居
合
道
も
良
い
、
そ

し
て
杖
道
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
こ
の

「
阿
吽
」
の
呼
吸
に
よ
る
新
鮮
な
ポ
ス

タ
ー
制
作
を
契
機
に
、
杖
道
の
普
及
が

加
速
し
、
さ
ら
に
全
国
に
振
興
し
て
い

く
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
譛
全
剣
連
事
務
局
　
川
野
雅
英
）
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＊
安
丸
氏
注
　
①
日
本
の
「
伝
統
」、
日
本
の
「
心
」

を
表
す
事
、
②
「
杖
道
」
と
は
何
か
が
見
た
者
に

伝
わ
る
事
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
ま
し
た
。
背
景

の
右
下
「
阿
形
」
・
左
上
「
吽
形
」
の
狛
犬
は
杖

道
発
祥
の
地
、
福
岡
は
竃
門
神
社
に
置
か
れ
た
阿

吽
の
狛
犬
で
す
。「
阿
吽
」
と
は
言
葉
を
交
え
ず
互

い
の
信
頼
を
表
す
言
葉
で
阿
吽
の
呼
吸
、
阿
吽
の

仲
と
表
し
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本
人
な
ら
で
は
の

「
心
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
杖
道

（
神
道
夢
想
流
杖
術
）
仕
合
口
の
最
終
の
技
名
は

「
阿
吽
」
で
す
。
杖
と
太
刀
の
合
わ
せ
は
杖
の
力
強

さ
　
攻
め
を
表
し
、
又
、
太
刀
と
杖
の
結
び
を
表

し
て
み
ま
し
た
。

第34回全日本杖道大会ポスター
神道夢想流杖術の最終の技名は「阿吽」である。




